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評価人材に関する論点と今後の方向性（案）

政策評価 資金配分機関 大学等

○第３期計画では、政策目標の設定、評
価の強化が唄われている。行政官のス
キルアップが急務。

○欧米では基礎研究やイノベーションの
評価方法（指標等）の開発が加速。

○重要な政策については、本格的な政策
評価とそれに基づく政策形成が必要。

○評価手法開発や本格的な政策評価に
必要な評価専門家が極めて少ない。

現状認識 現状認識 現状認識

○評価マネジメント人材（PO等）の多くが
非常勤。評価の設計についての基本的
知識が不足している場合がある。評価
のみならず、研究開発のマネジメントの
技術の習得が必要。

○第３期計画では、イノベーションの重要性
が唄われ、基礎シーズを発掘（評価）し、
イノベーションへつなげることが必要

○評価者は質・量ともに不足。

○法人化等により、評価の必要性が高ま
っている。

○適切でない指標の活用、必要性の高く
ない評価、過度の資料・データ収集及び
評価の形式化等により、評価疲れや
徒労感が顕著。

○担当者においては、評価マネジメント
のための基本的な知識が不足。

○評価だけではなく、マネジメントの一環
として考える必要がある。

諸外国の例

○PRESTやSPRU、GIT大学等、高等
教育機関で評価専門家育成及び
評価手法の開発を推進。

○政策担当者と評価の専門家の連携に
よる政策評価の実施。

○ファンディング機関独自や大学等への
派遣制度等により、マネジメント人材を
育成。

○POの多くは専任。魅力的な職業にな
っている。

諸外国の例 諸外国の例

日本においても、優れた研究開発をより効果的・効率的に推進するため、
○評価の専門家を育成する、大学院の整備
○評価マネジメント人材の基礎固めのため、高等教育機関に研究開発マネジメント（評価）コースを整備

することが急務。併せて、第３期計画ではイノベーションの重要性が強調されていることから、評価のみならず、イノ
ベーション政策、基礎シーズからのイノベーション創出に必要な目利き機能の強化等もスコープに入れることが必要。

必要なスキル 必要なスキル 必要なスキル

評価を含むマネジメントに関する基礎的
知識、科学技術、イノベーション政策論等

評価を含むマネジメントに関する基礎的
知識、経営学等

評価を含むマネジメントに関する基礎的
知識、科学技術、イノベーション政策論等

○研究評価の実務者養成コースや評価を
含む科学技術政策の専攻課程を設置し、
評価マネジメント人材や評価専門家を育
成。
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評価人材育成構想（イメージ）

高等教育機関

研究開発マネジメント（含評価）
スキルアップコース（社会人向け）

・研究開発マネジメント
・評価全般

-評価の意義、理論的基礎
-ロジックモデル
-科学的・技術的効果の評価
（ピアレビュー）
-経済的・社会的効果
（イノベーション）の評価
-ビブリオメトリックス
-評価の活用
-民間企業における評価

・基礎からのイノベーションに必要な
目利き機能

＜内容（イメージ）＞

＜概要＞

短期研修コース

＜対象＞
・行政官、大学、資金配分機関の
評価マネジメント人材

・シンクタンク 等

大学

行政

資金配分
機関

PO認定制度

人事制度
とリンク

人事制度
とリンク

・
・
・

○○学部○○学科

○○学部○○学科

自然科学系

研究開発マネジメントor科学
技術政策orイノベーション政策

（含評価）に関する学科

A研究室 B研究室
講義

評価マネジ
メント人材

評価マネジ
メント人材

評価マネジ
メント人材

評価専門家
（評価研究者）

シンクタンク

行政・資金
配分機関

評価の高度化に寄与

評価手法開発の推進

博士課程の学生やPD等
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評価現場における主な問題点評価現場における主な問題点 必要な支援策について必要な支援策について

多岐にわたる教員の個人業績に対する評価や重み付けの
ための基準が定められていない点、定量的・定性的項目の
評価基準、さらに質的評価のための指標の明瞭化が課題

個人業績評価のための評価基準の策定が必要 等

研究分野、領域ごとの実際的な評価手法の開発に対する
支援とその情報を共有できる環境の整備が必要
研究目標の高さに応じた評価指標のベンチマーク作成
作業が急務
分野ごと、評価の活用方法ごとに評価指標と評価基準を
定めることが必要。

参考となる評価事例、評価基準等の提供が必要 等

評価に対する重要さの認識が、教員全体にまだ定着して
いない
評価者と被評価者の共同作業という雰囲気を醸成しにくく

、感情的インセンティブが共有できない 等

評価人材の養成・確保にかかるニーズ調査

○大学が求める効果的な支援策

○研究機関が求める効果的な支援策○研究の発展段階や特性に応じた評価手法の開発・普及

○個人評価における評価手法の開発・普及

○評価に関する意識改革が必要

○評価人材の養成が必要

国全体として「管理運営者」「評価者」を育成するプロ
グラムが貧困
評価に関する専門的な知識や経験が不足しており、効果
的な評価活動を実施できていない

専門家の評価が必須だが、評価者の人材不足に悩む 等

（％）

（％）

回答率９２％
（82/89大学）

回答率８０％
（8/10大学）

評価推進室で実施したアンケート調査データ（平成17年8月）
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諸外国における評価人材（評価運営者、評価者）育成の取組状況

○諸外国において、研究開発評価を研究開発の改善や適切な資源配分に積極的に活用。
○評価人材（評価運営者、評価者）の育成が各省庁、大学、研究開発機関等において活発に実施されている。
○我が国においては、評価人材に係る取組がほとんど行われておらず、評価の専門家層の薄さが諸外国に比して顕著。

オランダTwente大学

○行政、資源配分機関、大学等に
おける研究評価の実務者養成コース

○実践的な教育コース
（評価の意義、デザイン、方法等）

英国マンチェスター大学ＰＲＥＳＴ

○行政や資源配分機関、大学等における
研究評価の実務者養成コース

○実践的な教育コース
（評価の意義、評価の基礎、評価手法、
活用方策等）

米国ジョージア工科大学

○行政や資源配分機関、大学等における
研究評価の実務者養成コース

○研究開発評価概念、事例、評価結果の反映等

○学生（修士、博士）向けのコース
○研究開発マネジメントや研究開発評価の基
礎、事例、実際の評価活動の体験等

○行政や資源配分機関、大学等における
研究評価の実務者養成コース

○基礎と応用コースを設置

○コンサル等の評価実務者養成コース
○基礎コース

評価運営者を対象として
○講習会（ベストプラクティス）の開催
○英国サセックス大学やＰＲＥＳＴ、
リーズ大学等への派遣

評価者を対象として
○トレーニング制度の実施

評価運営者を対象として
○所外活動オリエンテーションコース（初心者向け）
○評価運営者コアカリキュラムトレーニングコース
（初心者向け）

○継続コース（２年以上の経験者向け）
○評価運営者セミナーシリーズ
（３～４年以上の経験者向け）

評価運営者を対象として
○無料、有料のプログラム
（提案書の評価方法、利害関係者の排
除等）

○英国サセックス大学やPREST、オラン
ダTwente大学等への派遣

英国リサーチ・カウンシル 米国ＮＩＨ 米国ＮＳＦ

英国テクノポリス 米国の評価研修（米国評価学会が支援）

○評価関係者の初心者コースとして
研修内容が設定。（左図）
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1) プログラム評価の基礎 2) アウトカム及びインパクトアセスメント

6) 組織の評価の力向上：
外部からの視点

7) 内部評価：
内部からの組織機構

8) プログラム改善及び結果への
フィードバックのための

実施内容分析

3) 評価における疑問点と
統計分析の関連性

4) 政府、NPO団体のための
Performance Measurement

（業績評価）

5) 効果的な評価内容の
伝達方法

17) 評価の管理

9) 成功する
評価コンサルティング

10) 定性評価の基礎
11) 単独/共同型、

その他の定性評価方法
12) 定性データの分析

13) 政策検討のための
評価活用

14) 評価とパフォーマンス
モニタリングの統合

15) 評価における
プログラム理論入門

16) プログラム理論の
発展と利用の注意点
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文部科学省における評価人材育成に関する方策（最近３ヵ年）
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